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・35年ぶりの「からかさ万灯」
・勝田―高萩間電化工事終了ほか

大場保育所の保育風景

■楽しい季節保育所東茨城郡常澄村
・農繁期にのみ開かれていた大場保育所の保育風景。歌、積み木、おやつの時間等。
1962/--/-- 常澄村（現・水戸市）

■トピックス：35年ぶりの「からかさ万灯」

・昭和37年に茨城県指定無形民俗文化財に認定された新治郡新治村大畑鷲神社の「からかさ万
灯」の様子。（後の昭和57年、国選択無形民俗文化財に認定）
1962/--/-- 新治村（現・土浦市）

■トピックス：道普請
・9月10日からの道路愛護月間に伴い、稲敷郡茎崎村で岩上二郎茨城県知事も参加しての道普
請が行われた。
1962/9/-- 茎崎村（現・つくば市）

■トピックス：勝田―高萩間電化
・常磐線、勝田―高萩間の電化工事が終了。勝田駅で出発式が執り行われた。道中、SLとすれ違
い、高萩駅に到着。翌10月1日から運行となった。
1962/9/30

■トピックス：第11回お国自慢特産比べ（東京三越）
・昭和37年10月9日～14日、東京日本橋の三越で行われた「第11回お国自慢特産比べ」
・主催は関東ブロック物産斡旋協議会。地方民謡（あやめ音頭）の実演など。
1962/10/-- 東京

■文化財を訪ねて―玉造町西蓮寺―
・常行三昧会の風景。
・重要文化財（国指定）相輪橖。茨城県指定文化財木造薬師如来坐像。
1962/9/-- 玉造町（現・行方市）


